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①

かきねを越えた協力で
希望をはぐくむ年にしよう
　新年おめでとうございます。新年に当たって、三

つのことを訴えたいと思います。

　第一は、７月にはじまる2020東京オリンピック・

パラリンピックを、一昨年の平昌五輪に続いて、世

界の平和に寄与する平和と友好の祭典となるよう最

後まで努力をすることです。オリンピックは、人種、

宗教、民族、国家など、あらゆるかきねを越えて、五

大陸の競技者が、フェアーに競い合い、相手をリス

ペクトすることを通じて、戦争と暴力、格差と差別

をなくし、平和を育むことに最大の目的があります。

年明け早々、トランプ大統領の国連憲章を踏みにじ

る軍事行動によって、軍事的緊張がかつてなく高

まっているだけに、「オリンピック休戦」を世界に広

げることが大切です。そのひとつとして、「私の2020

東京オリンピック・パラリンピック平和宣言」を表

明する運動をよびかけます。

　第二は、３月14日、15日に開催される新日本スポー

ツ連盟第34回定期全国総会を、世代と種目のかきね

を超えた交流と共同の力で、スポーツ活動と連盟組

織の新たな発展の出発点とすることです。昨年６月

に開催した「プログレス」会議（前・組織拡大交流会）

は、これまでになく新しい参加者、若い参加者が多

数を占め新鮮で活気のある会議となりました。楽し

くスポーツ連盟で活動し、仲間を増やしていくには

どうすれば良いかのテーマについて、自由で自主的

な討論で、「スポーツはかきねを越えて～世代・種目

の交流線～」のスローガンを作り上げました。

　連盟組織が、困難や課題はもちろん前進の教訓を

共有し、「楽しくがんばる」ことが、加盟クラブ・チー

ムはじめまわりのスポーツ愛好者の願いを実現する

エネルギーとなっています。この方向を総会を通じ

てさらに発展させましょう。第33回全国スポーツ祭

典もこうしたスポーツ連盟の活性化の成果を反映す

る祭典にしましょう。

　第三に、連盟の役員や機構においても、世代、種目、

男女、ジェンダーなどのあらゆるかきねを越えて協

力し、各自の可能性と力を発揮できる条件をつくっ

ていくことに大きな力を注ぐことです。若い世代や

女性役員中心の体制にチャレンジし、大胆にチェン

ジを進めようではありませんか。

　最後に、今年は、被爆75年、核兵器禁止条約の発効

実現の節目の年でもあります。福島～東京～広島～

長崎1800㎞反核平和マラソン、海外代表団の参加も

予定されています。第34回定期全国総会を皮切り

に、全国の皆さんのかきねを越えた協力で、スポー

ツ連盟の新たな希望を拓く年としましょう。

　　　　（新日本スポーツ連盟会長　和食昭夫）
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課題や教訓を共有し

　　　　　「楽しくがんばる」

ジェンダーフリー

　　若い世代中心の体制に



　2019年12月、都内で33期第７回全国理事会が行わ

れ、28名が出席し、評議員会に提案する「総会議案第

1次案」などについて論議しました。

　はじめに、和食昭夫会長が「スポーツ連盟がこれ

まで作り上げてきた精神は、人権・民主主義・平和

の３つ。一人一人が主人公として尊重されること、

誰もが公平な権利を持つこと、平和だからこそスポ

ーツができること。そんなことを全国総会にどう組

み込み、実現していけるかを考えたい」と挨拶。続い

て石川昭三理事長から、総会議案について「健康志

向は高まっているが、競技志向のスポーツの実施率

は減っているという背景をふまえて作成されてい

る」という説明がありました。来期の活動方針につ

いて議論された主な内容は以下の通りです。

①スポーツ活動・組織局

・健康体操、ヨガ、筋トレ、ウォーキング、頭脳スポー

ツなど、競技志向ではない新しいスポーツに積極的

に取り組む。

・各組織が、現在の活動を維持できなくなる状況に

ならないよう、組織運営に関わる相談窓口を設けて

サポートできる体制を検討する。

・空白対策助成金制度「長期版」の活用を促進し、空

白克服に向けた取り組みを行う。

・スポーツ連盟の魅力を語り仲間づくりの輪が広が

るよう、若手や女性の交流会（プログレス）を2021年

に開催するよう検討する。

・第33回全国スポーツ祭典は関東ブロック主管で準

備を進める（P３参照）

②スポーツ権・平和運動局

・2020年7 ～ 8月予定の「福島～東京～広島～長崎

1800km反核平和マラソン」は各ブロックの役割を明

確にし、コンパクトに進められるよう検討する。ま

た、より詳細な経費見通しを提示する。

・各地で自治体との要請・懇談をまとめ、自治体交渉

をしていない県連盟に情報提供できるようにする。

③国際活動局

・海外の市民スポーツ団体の活動（世代継承や組織

づくりの工夫など）を教訓として、お互いに学びあ

える機会となるよう交流する。

・2020年反核平和マラソンにフランス・韓国から代

表団を招待する。

・2021年開催にむけて、「オリンピックと平和」（仮）

をテーマとする国際シンポジウムに取り組む。

④広報局

・「スポーツのひろば」の購読を勧める取り組みを広

げるために、誌面に掲載される人や誌面づくりに関

わる人を増やすように努める。

・ホームページを通じて収入が見込めるアフィリエ

イト広告を活用する。

・スポーツ連盟の活動を紹介する動画（ＤＶＤ）の作

成を行う。

・よりキャッチーなイメージで広く認知してもらう

ために、新日本スポーツ連盟の正式な略称（愛称）と

マスコットキャラクターを検討する。

⑤総務局

・“情報の共有化”を行い、各組織の課題解決にむけ

た取り組みを進める。

・新たに発生した災害について、被災会員への支援

や被災地でのスポーツの再生のための支援を適切に

進める。

⑥スポーツ科学研究所

・日本におけるスポーツ情勢がどうなっているかを

研究してきた結果、「公共サービスの産業化」「スマー

ト自治体の形成」という国の政策によって、地域ス

ポーツが弱体化されていることがわかってきた。

・今後は、地域で「スポーツ振興を具体的に進める条

例」を作ることが必要になってくる。

⑦機構・役員検討委員会

・評議員会の役割を「次期スポーツ連盟の方針・財政

の決定と役員選出」、総会の役割を「方針の具体化や

組織の前進に向けた多様な論議」とするような機構

の改革を検討する。

・将来的に（2022年～）複数代表制を見据え、第34期

はスポーツ連盟の代表と執行を担う役員を複数置く

ための準備・試行期間として進める。

　最後に、2020年2月の評議員会は1日間の開催とし、

その前日に1日かけて理事会を行い、評議員会・全国

総会への提案内容について議論をすることになりま

した。

- 2 -

第7回理事会報告
2019年12月7日（土）～ 8日（日）

東京・池袋の会議室にて
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　2020年～ 21年は、関東ブロック主管で「第33回全

国スポーツ祭典」が開催されます。今年はオリン

ピックイヤーということで、会場確保が困難な状況

となっていますが、だんだん決まってきました（下

表を参照）。関東ブロックでの各都県連盟の任務分

担は、以下の通りです。

<事務局・総務> 東京都連盟・埼玉県連盟

　要項集・共通プログラム作成・配布

　渉外(後援依頼、メッセージなどのまとめ)

<広報> 千葉県連盟

　ニュースの作成、ポスター作製(印刷・集約)

　横断幕作成、(賞状・グッズ作成)

<財政> 神奈川県連盟

　共通予算案、決算、各種目予算・決算集計

　開催自治体からの後援・首長メッセージは、なる

べく早めに要請していく予定です。また、著名人か

らのメッセージを募集していますので、「有名な現

役選手や元アスリート、監督、コーチなどとのつな

がりがある」という方は、ぜひご連絡ください。

　全国スポーツ祭典共通会計については、ここ数年

の大会参加者の増減も加味して、祭典基金を圧迫し

ない方向で予算を組む予定です。今後の予定とし

て、「祭典分担金納入のお願い」を発送しますので、

速やかな納付にご協力ください。

実行委員会:(第2回)2020年2月8日 (評議員会前日)

自治体の後援:要請はなるべく早く

　　　　　　 2020年3月までには確定する

首長挨拶:依頼はなるべく早く

共通プログラム:2020年3月～ 4月頃完成

スローガン・ポスター :2月9日評議員会で決定

大会要項集:2020年3月 (全国総会で配布)

第33回全国スポーツ祭典（関東）成功にむけて

任務分担

2020-21年 第33回全国スポーツ祭典〈関東ブロック〉　開催一覧（予定）

陸上競技

水泳

軟式野球

バレーボール

ミックスバレーボール

卓球

テニス

バドミントン

サッカー

サッカーシニア

ソフトボール

ウォーキング

スキー

バスケットボール

ゴルフ

登山

空手演舞

10月10日

11月３日

11月７～８日

11月21 ～ 22日

12月19 ～ 20日

一般の部 12月26 ～ 27日

年代別の部　2月6 ～ 7日

11月21 ～ 22日

11月21 ～ 22日

　（未定）

11月21 ～ 22日

11月21 ～ 22日

11月７～８日

2021年３月６～７日

11月３～４日

　（未定）

10月18日（予定）

　（未定）

東京都　駒沢オリンピック公園陸上競技場 （予定）

東京都　東京辰巳国際水泳場

千葉県　青葉の森スポーツプラザ野球場 他

岡山県　岡山県総合文化体育館 他

千葉県　千葉ポートアリーナ、 花島体育館

岡山県　ジップアリーナ

東京都　エスフォルタアリーナ八王子

千葉県　フクダ電子ヒルスコート

愛知県　名古屋市天白スポーツセンター

兵庫県　淡路島佐野運動公園

埼玉県　道満ソフトボール場

神奈川県　箱根

長野県　戸狩温泉スキー場

愛知県　名古屋市体育館

埼玉県　（未定）

東京都　（未定）

東京都　（未定）

主要なスケジュール
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第34回定期全国総会 準備に関するお願い

　新日本スポーツ連盟の第34回定期全国総会は、３

月14 ～ 15日に開催されます。

　2019年12月11日に、各組織に対し、「2020年分担金

基準現勢報告用紙」、「代議員登録用紙」、「第34期役

員の推薦・立候補用紙」を送付し、総会準備のスター

トをきりました。

　また総会議案（第２次案）は、昨年12月30日に、都

道府県連盟、全国種目組織、評議員、連盟理事・役員

へ送り、意見集約を行っているところです。ぜひ各

組織で論議いただき、ご意見をお寄せください（締

切１月22日）。各提出資料の期限は下記の通りです。

期限までの提出をよろしくお願いします。

第34回定期全国総会までのスケジュール

 第34回定期全国総会     14日（土）13：30～17：50　林野会館（地下鉄 茗荷谷駅）　　

  15日（日）９：00～15：00　

 

役員推薦・立候補、評議員推薦、総会代議員受付開始

組織現勢調査提出 〆切

 

全国総会議案 第二次案への意見受付 〆切

評議員会資料発送予定  

第33期第８回理事会　東池袋第2区民集会室（池袋駅 地下鉄東池袋駅） 

第34回全国総会代議員及び代議員交通費申請 〆切

第34期スポーツ連盟役員推薦受付 〆切  

第34回全国総会分担金納入期限  

第34期スポーツ連盟役員立候補受付 〆切  

「第34回定期全国総会議案・資料」発送予定  

１月７日

１月22日

１月20日

１月30日  

２月９日

２月17日

２月21日

２月28日  

３月14～15日

（火）

（月）

（木）

（金）

（月）

（金）

日時：2020年３月14日（土）13：30 ～ 17：50　15日（日）９：00 ～ 15：00

会場：林野会館

第３４回定期全国総会

評議員定数分の交通費を派遣組織

に支給します。事前に正確な実費を

申請してください（２月17日締切）。

事務局で手配しているホテルは、巣

鴨スマイルホテルです（宿泊費は所

属組織または各自の負担、１泊素泊

まり10300円）。

14日夜は、懇親会を予定しています

（会費は3500円の予定）。

総会終了後、会議室の活用を希望す

る組織は、総会事務局までご相談く

ださい。

※

※

※

※

（水）

（日）

東京

浜松町

新宿

池袋

JR山
手
線

林野会館

羽田空港
東京モノレール

お茶ノ水

JR中央線

丸の内線

巣鴨
巣鴨スマイルホテル

大塚

茗荷谷

地下鉄丸ノ内線「茗荷谷駅」より徒歩7分

JR山手線「大塚駅」より徒歩20分

JR山手線「大塚駅」南口より

　都バス（上60）上野公園行

　⇒「千石３丁目」下車徒歩１分

第33期第２回評議員会　西が丘ふれあい館（都営三田線 本蓮沼駅）２月９日 （日）
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　日本勤労者山岳連盟（労山）は、貴重な山岳自然の

宝庫ともいえる南アルプスの環境保全などの立場か

ら、リニア新幹線計画の凍結、見直しを求める署名

運動に取り組んでいます。

　全国労山リニア問題対策委員会は、昨年９月11 ～

12日、リニア中央新幹線工事が実施される大井川源

流域の第３回現地調査（2017年第１回、2018年第２

回）を行いました。

　リニア本体のトンネル工事は、静岡県知事が工事

による掘削土・残土置き場などの許可を下ろしてい

ないため行われていませんが、工事作業員宿舎、資

材置き場、生コンのプラント施設などの工事が行わ

れています。

　これまで登山者が宿泊することができた冬季登山

小屋は、作業員宿舎となり、玄関には「作業員宿舎」

と記され「※関係者以外立ち入り禁止」の張り紙が

貼ってありました。大井川源流域は、約７００人が

宿泊する作業員宿舎が建設される予定で、静岡県の

染谷絹代・島田市長は「物資運搬、生活排水、通信環

境などの整備を考えただけでも、その規模に圧倒さ

れた」（静岡新聞）と話しています。

　登山者のための椹島テントサイトはすでに資材置

き場と化し、テントを張る場所は「白籏史朗記念館」

の前の狭い場所となっています。

　山岳写真家の白籏氏は「トンネルを掘れば地下水の

流路に必ずぶつかる。生態系や固有の植生にも影響す

る。後世のために守るべきではないか」「自然への畏敬

の念。それがないと、いつか私たちに大きなしっぺ返

しが来る」（静岡新聞）と警鐘を鳴らしていました。

　静岡県は2019年９月12 ～ 13日、工事による大井

川の水資源や生態系について検討する「中央新幹線

環境保全連絡会議」を開き、県の中間報告書に対す

るJR東海の最終回答について協議した。

　燕沢付近の河川敷には、長さ800ｍ、高さ50ｍ、幅

150 ～ 200ｍにわたってトンネルの掘削土・残土が

積み重ねられる予定になっていて、河川敷に茂って

いる大木が伐採されます。これについて、JR側は「下

流への影響がない」としているが、塩坂邦雄委員（土

木学会特別上級技術者）が「何をもって影響がない

と判断したのか」との質問に、JR側は即答できず、最

終的に「現地の状況からそう判断した」と答えるに

終始しました。

　また、自然豊かな大井川源流域に、作業員による

生活排水の処理で塩素消毒が行われることについ

て、専門家の間では「固有種などの貴重な生物に大

きな影響を及ぼすのではないか」と危惧されていま

す。生態系への影響について、JR側は具体的な回答

はなく「適切に対応する」「モニタリングを行う」な

どと答えるだけでした。

（日本勤労者山岳連盟「労山ニュース」より）

リニアで南アルプスを壊さないで
労山が
現地調査

リニア工事は豊かな生態系に
大きな影響を及ぼしている

静岡県「工事は承認できない」

リニア建設反対署名にご協力を

詳細・署名用紙は
ホームページで http://www.jwaf.jp

リニア新幹線計画は、日本のなかでも貴重で豊かな山岳自然を

破壊する行為につながると同時に、日本のエネルギー政策の将

来にも大きな禍根を残すことにもなり、国民的な議論が必要な

ものです。
大木は伐採、

河川敷に積み上げられている

大井川源流域に作業員宿舎を建設 登山者の冬季小屋は作業員宿舎に
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沖縄県連盟設立に向けて 訪問・要請活動に取り組む

　沖縄県での新日本スポーツ連盟設立に向けて、全

国連盟から石川正三さん、宮内泰明さん、小林章子

さんの３名が2019年11月21日～ 23日に沖縄県を訪

問し、要請活動を行いました。訪問先は、2016年に有

志で行った沖縄ツアーの際に交流した「ひろば読者」

「体育研究同志会」などの繋がりで、９団体と４個人

です。

　要請の内容は、①スポーツ団体、個人からそれぞ

れのスポーツ活動状況を聞き、つながりをつくるこ

と、②この機会に、現在のスポーツ連盟を知っても

らうこと、③沖縄県連盟設立の中心になれる方を探

すこと、④懇談した方々に「ひろば」読者になっても

らい、スポーツ連盟を広めてもらうことの４つです。

　沖縄では、1975年に県連盟が結成されましたが、

その後は長い間、活動休止状態となっていました。

この沖縄県訪問は、「空白地域での県連盟の確立を

進める」という方針の一環として、取り組まれてい

るものです。

　懇談をした方からは、「沖縄での大会開催は日曜

日でないと成り立たない。共働きも多くシフトでの

勤務体系のため、平日・土曜は集まらない」「老朽化

している体育館が多く、使用できるところは限られ

ている」「沖縄の非正規雇用は58％で、年収200万円

以下になっている（二人で働いて一人分）。スポーツ

施設料金も上がっている。『みんなで遊び、みんなで

スポーツを』が今はない」「平和運動の分野では協力

できる」「６人制フットサルをしていて、コートの確

保は可能」「スポーツ連盟でどんなスポーツができ

るか、その魅力がわかるよう映像で示すべき」など

の声がありました。

　沖縄では、スポーツ連盟を知らない人が圧倒的に

多いため、現在のスポーツ連盟の姿を知ってもらう

機会を増やすことが必要です。そのために「スポー

ツ連盟を知る会（仮）」の開催を検討しています。

　具体的なスポーツ活動については、地元の種目関

係者とのつながりが重要で、全国種目組織と協議し、

卓球、ランニング、サッカーなど、大会開催が可能な

種目を検討することが必要です。

　また、「スポーツは平和とともに」を掲げるスポー

ツ団体としての価値をアピールすること、平和問題

にも一緒に取り組むことができる団体として多くの

人に知ってもらうことが沖縄県連盟確立のカギを握

るように感じます。

　今回のつながりを生かして、沖縄で活動するスポ

ーツ関係者を多く集め、組織立ち上げ、大会開催に

向けた具体的な方向性を見出せるよう、まずは「ス

ポーツ連盟を知る会in 沖縄（仮称）」を成功させた

いと思います。

　なお、今回の訪問で、「スポーツのひろば」は６部

の新規購読を獲得することができました。

「みんなでスポーツを」が
今はない

沖縄県文化観光スポーツ部を訪問（左）

金城文雄さん（琉球大学）大城郁夫さん（沖縄医療生協）と懇談（右）

スポーツ科学研究所 第 11 回研究会

革新自治体の誕生と
コミュニティ ・ スポーツの発展

期日：2020年3月28日（土）・29日（日）

会場：池袋の会場を予定

報告：尾崎正峰氏（一橋大学教授）

　　　伊賀野明氏（東京都連盟顧問）ほか

1960年代の東京都、三鷹市の革新自治体の誕生とその後

の政策展開の過程で、新しくコミュニティ・スポーツ振

興の運動が盛り上がりを見せ、またそれと呼応する形で

前向きの行政対応が進んでいく過程を再考する。

テーマ
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平和マラソンに1670人が参加
 

　昨年は「ひろば普及強化期間」に取り組みま

した。2019年12月の時点で、多く普及した都道

府県連盟に贈られる「ひろば普及賞」は、13部

増誌の神奈川県連盟となりました。普及賞とし

て神奈川県連盟が、どんな活動をしているのか、

どんな方々が連盟を支えているのかを紹介する

記事を「ひろば」に掲載します。

北海道

宮城

千葉

東京

神奈川

富山

石川

福井

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

和歌山

広島

北九州市

広島～長崎

９月８日

７月28日

７月21日

７月13日

７月21日

７月13日～ 14日

６月15日

６月15日,22日

６月22日

６月９日

８月４日

12月８日

７月７日

８月６日

６月16日

７月７日

７月14日

７月７日

８月３日

８月５日

８月６日

８月６日

７月28日

８月６日～８日

２０１９年反核・平和マラソン実施一覧

北海道・平和大好きランニング＆ウォーク
in札幌（上）
愛知・高蔵寺弾薬庫一周平和マラソン（下）

ランナー・ウォーキング総数120名

ランナー 13名

ランナー 10名、サポーター 4名

ランナー 56名、サポーター 46名

ウォーキング13名

ランナー 49名、サポーター 44名

ランナー 7名、サポーター 4名

ランナー 2名、自転車3名

ランナー 8名

ランナー 27名　　　　　

名古屋市・鶴舞公園　ランナー 12名　サポーター 6名

春日井市・高蔵寺弾薬庫１周　ランナー 314名

ランナー 14名、ウォーキング19名、サポーター他18名

ランナー・ウォーキング・ライダー・サイクリング総数30名

ランナー 30名、サポーター 10名　

ランナー 150名、サポーター他55名

ランナー 38名、サポーター 7名

ランナー 34名

平和大好き卓球大会 （350名）

碑めぐり（12名）　反核平和マラソン交流の夕べ（32名）

広島城公園　ランナー・ウォーキング（28名）

呉市ウォーキング（7名）

ランナー 11名

ランナー 63名、サポーター 24名　　　　

2019年反核・平和マラソンがす

べて終了しました。今回は、19

地域で実施され、ランナー、ウ

ォーキング、サポーター他含め

て総数1670名が参加しました。

2020年は被爆75周年、引き続き

平和をアピールする運動を広

げていきましょう。

 hiroba@njsf.net
ひろば編集部

へのメールは

神奈川県連盟が「ひろば普及賞」

１

２

３

神奈川県連盟

愛知県連盟

京都府連盟

+１３部

+９部

+４部

各地大会

結果・レポート

募集中！

各連盟組織でのイベント情

報、「ひろば」へのご意見、

ご感想をぜひ送ってくださ

い。また、ＳＮＳで「ひろば

に載りました」と宣伝する

など、普及活動にご協力を

お願いします。
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（2020年1月～2020年4月）

 

第33期全国会議及び主要事業予定一覧

＊追加・訂正があれば全国事務局まで随時ご連絡ください。

「スポーツのひろば」３月号発行

33期第8回理事会（東京）

第34回全国スポーツ祭典実行委員会（東京）

33期第2回評議員会（東京）

「スポーツのひろば」４月号発行

第34回定期全国総会（東京）

第3回オリンピック学習会

「スポーツのひろば」５月号発行

新春マラソン（大阪）

新春マラソン（愛知・兵庫・和歌山・福岡）

日本勤労者山岳連盟総会（東京）

全国卓球選手権大会 年代別の部（三重）

茨城県卓球協議会結成総会

全国スキー競技大会（長野）

全国テニス協会理事会（愛知）

全国サッカー協議会総会

全国水泳協議会総会（東京）

スキー協ＣＵＰ（新潟）

全国ミックスバレーボールセンター総会

千葉県連盟総会

5日

12日

3日

8日

8日

9日

15～16日

22～23日

24日

29～3/1

29～3/1

1日

2日

7日

7～8日

14～15日

15日

20日

21日

1日

2020年

1月

2月

3月

4月

全国会議・事業 都道府県連盟・全国種目組織

台風 19 号被害への義援金について

災害・復興支援活動について

行事加入型

スポーツ連盟もしくは加盟団体・ク

ラブが主催する競技大会等の行事で

発生した傷害と特定疾病を対象に給

付が行われます。

傷害見舞金制度スポーツ連盟の

スポーツ仲間の
『助けあい』を！

（１大会２日間まで対応）

１行事
１人７０円

　2019年10月、東日本広域に記録的な大雨をもたら

した台風19号による被害は、甚大なものとなりまし

た。 被害に遭われた皆さまに心よりお見舞い申し上

げます。 スポーツ連盟では、今回の台風19号で被

災された方々への義援金を呼びかけ、以下の方々

より義援金が集まりました。 ありがとうございます。

現在の受付状況

募金総額　863,517円

受付一覧

滋賀県連盟、宮城県連盟、長野県勤労者スキー協

議会、全国卓球協議会、東京卓球協議会、北海道

勤労者スキー協議会、岩手県連盟、福岡県連盟、

東京・練馬区卓球協議会、三重県卓球協議会、岡

山県卓球協議会、広島県卓球協議会、愛知県連

盟、愛知バドミントン協議会、東京・中野区卓球協

議会、岩手県勤労者スキー協議会、三重ハイキング

クラブ山好会、石川県連盟、その他個人

　お寄せいただいた義援金は、被災された連盟や

会員への復興支援に活用します。

ぜひ「いいね！」
をお願いします

「ホームページ（フェイスブッ

クページ）を作りたいけど、ど

うすれば …」という悩みのあ

る組織をサポートします。お

気軽にお問い合わせください。

新日本スポーツ連盟全国連盟

フェイスブック


